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和 24 年には療育施設から盲ろうあ児施設が分離独立し、昭和 25 年には療育施設が肢体不自由
児施設と虚弱児施設に分けられ、精神薄弱児施設、肢体不自由児施設、虚弱児施設、盲ろうあ
児施設の４類型となることとなる。
　昭和 30 年代に入ると昭和 32 年に従来の施設類型に加え精神薄弱児の通園施設が設置され、
昭和 36 年には社会的養護の分野に分類されているが情緒障害児短期治療施設が創設された。














































































































増加等により、毎年 10％程度の伸びを示し、この 10 年間で２倍以上になっている。このよう
な中、障害福祉サービス等の報酬は、介護保険報酬と同じく３年に１回改定されることとなっ









































施設から見ても通園施設から見ても今回の改正は、昭和 20 年代の児童福祉法施行から 70 年近
く、あるいは、昭和 32 年に通園施設が位置付けられてから 60 年近く経つ障害児支援の歴史の
中で、初めてといっても良い大きな改革である、と認識されている。

























































































































































































景として利用者数の増加等により、毎年 10％程度の伸びを示し、この 10 年間で２倍以上になっ
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